
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２６日１９時４４分に東海道線横浜～川

崎駅間の生見尾踏切で発生した人身事故の

際に、応援に駆け付けた車両検査係や対向列

車の運転士、消防士が作業中に京浜東北線と

横須賀線の抑止が解除されていたことがわか

りました。現場の生見尾踏切付近は東海道線

と京浜東北線との間に空間があり踏切もわか

れています。しかし、当該列車が停止した先頭

（１５号車）付近は線路に間隔がなく、抑止解

除を知らされていない作業者は、京浜東北線

南行線路に立ち入って作業をしていました。 

消防士が京浜東北線北行が動いているこ

とを認め、対向列車の運転士が「南行も動く。

みんな死んじゃうかもしれない」と叫び、退避

を促しました。 

ＪＲ東労組横浜地本鎌倉車両センター分会は４月２９日、国府津運輸区分会は５月１日にそれぞれ原因究

明委員会を開催し、総勢２１名が参加、車両検査係、駅係員、運転士、車掌、指令員と様々な角度から事象の

検証を行いました。そこで見えたのは、立場の違う多くの作業者が携わる状況での抑止を解除するプロセス

の課題や会社の運行優先体質が背後で影響しているということです。※原因究明委員会の詳細は次号以降お伝えします。 
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【時系列】 

１９：４４ 人身事故発生 防護無線発報 

１９：５１ 東海道線・京浜東北線・横須賀線抑止完了、防護無線復位 

２０：１５ 駅係員および車両検査係が現場到着 

２０：２０ 現地責任者を駅係員に変更 

      車両検査係は海側・山側にわかれ車両点検開始 

      ※京浜東北線・横須賀線の抑止が解除される 

２０：３５ 当該列車の先頭付近で作業 

横須賀線が現場を通過 

京浜東北線北行が動き出すところを消防士が確認 

対向列車運転士が付近の作業者に退避を促す 

車両検査係が消防士に退避を促し運用指令に抑止依頼 

対向列車運転士が現地責任者に抑止依頼 

２０：４５ 再び京浜東北線を抑止 ※この間京浜東北線北行 2 本通過 

２０：５３ 車両検査係、車両点検終了 

２１：０７ 負傷者の救出完了 

２１：５４ 関係者の退避完了・運転再開 

線路に間隔がある 

横須賀Ａ線 

横須賀Ｂ線 

京浜北行 
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生見尾踏切（東海道線と京浜東北線・横須賀線でわかれている） 

当該１６５６E 

対向１６３３E 

あの電車（北行）動

いてないですか？ 

ヤバイ！南行も勝手

に抑止解除されたら

みんな轢かれる！ 
パーン（気笛） 
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